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1. はじめに
スマートホーム機器の通信規格統一を目的として

2022年にMatterが策定された．Matterとは，Connectivity
Standards Alliance [1] (CSA)が策定しているスマートホー
ム機器の共通規格である．Amazon，Apple，Googleを含
む 280社以上が参画しており，スマートホーム機器の
標準規格になることが期待されている．一方で，工場
向け IoTシステムには，Matterに相当する規格がないた
め，異なるベンダ間での相互運用性が低く，特定のベン
ダに依存したベンダーロックインのリスクを抱えている
[2][3]．工場向け IoTシステムにおいても，Matterを適用
することでこの問題を解決できると考えられる．そこで
本稿では，工場向け IoTシステムにおいてMatter規格が
どの程度適用可能かを検討した結果について説明する．

2. 工場向け IoTシステムへの Matterの適用
2.1 Matterのデータモデル
ここでは Matterにおけるデバイスのデータモデルに

ついて説明する．図 1にMatterにおける照明器具のデー
タモデルの例を示し，以下で説明する．図 1では，2種
のライトを搭載した照明器具を想定している．照明器具
(Node)は 2つのライト (Endpoint)を持つ．また，一方の
ライト (Endpoint)は，オン・オフ機能 (Cluster)を持ち，
もう一方は，オン・オフに加えて，調光機能 (Cluster)も
持っている．Node内の Endpointが持つ On/Off Clusterの
属性 (Attribute)を読み出したり，コマンド (Command)を
呼び出したりすることで機能にアクセスできる．また，
Clusterの典型的な組み合わせ (DeviceType)があり，調光
可能なライトやオン・オフのみ対応しているライト等の
モデルがある．

3. 工場における DeviceTypeの適性分類
Matterは工場向け IoTシステム用に設計されていな

い．そのため，Matterを工場向け IoTシステムに適用す
るにあたって，Matter標準 DeviceTypeが工場において
適用可能か調査する必要がある．そこで，Matter Device
Library Specification [4] で定義されている DeviceTypeを
工場における適性について分類した．Matter 1.2では，
DeviceTypeは 49種類ある．Matter標準で定義されてい
る DeviceTypeを以下の 3つのカテゴリに分類した．

1. 適用可能
2. 適用不適
3. 改変によって適用可能

照明スイッチなど多くの DeviceTypeは，工場において
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図 1 Matterにおける照明器具のデータモデルの例

表 1 適用可能な DeviceTypeの代表的な例
名前 説明
Dimmable Light 調光が可能な照明デバイス
Humidity Sensor 相対湿度センサ
Refrigerator 冷蔵，冷凍デバイス

も適用可能である．一方で，食器洗い機等，工場の業務
で使われることの極めて少ない DeviceTypeは不適であ
るといえる．改変によって適用可能とは，たとえば，温
度センサ DeviceTypeでは，家庭の気温を想定した値域
を持つが，工場に適用する場合は，100度を超えるよう
な高温を測定できなければならないため，拡張を要する
DeviceTypeといえる．以降では，これらの方針にもとづ
いた分類結果について説明する．

3.1 適用可能な DeviceType
定義されている DeviceTypeの中で適用可能な Device-

Typeは 49種類中，41種類であった．この DeviceTypeの
うち，代表的な例を表 1に示す．Matterを用いた照明器
具やそのコントローラ，電源ユニットは電源があればど
こでも導入できるため，Dimmable Light等は適用可能と
した．湿度センサや接触センサ等のセンサ類は温度セン
サを除いて，工場で使うにあたって想定される範囲の値
を許容していたため，Humidity Sensor等は適用可能とし
た．また，食品工場等，低温度の必要な環境を考慮し
て，Refrigeratorを適用可能とした．

3.2 適用不適な DeviceType
定義されている DeviceTypeの中で適用不適な Device-

Typeは 49種類中，4種類であった．この DeviceTypeの
うち，代表的な例を表 2に示す．食器洗い機や洗濯機，
ブラインド等，工場の業務で使われることの極めて少な
い DeviceTypeは適用不適とした．

3.3 改変によって適用可能な DeviceType
定義されている DeviceType の中で改変によって適
用可能な DeviceTypeは 49種類中，4種類であった．こ
の DeviceTypeのうち，代表的な例を表 3 に示す． Air
Purifierは，空気清浄デバイスであり，Air Quality Sensor
を含む．Air Quality Sensorは，空気品質センサデバイス
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表 2 適用不適な DeviceTypeの代表的な例
名前 説明
Dishwasher 食器洗いデバイス
Laundry Washer 洗濯デバイス
Window Covering ウインドウカバーデバイス

表 3 改変によって適用可能な DeviceTypeの代表的な例
名前 説明
Air Purifier 空気清浄デバイス
Air Quality Sensor 空気品質センサデバイス
Temperature Sensor 温度センサ

である．Air Quality Sensorには，温度センサや CO2を含
む 12個のセンサに対応する Clusterが含まれる．工場
によっては，標準で定義されている Cluster以外にも，
Cl2，SO2，NH3，H2S等に対する Clusterを用意する必要
がある．

Temperature Sensorは温度センサであり，温度の範囲に
関して −273.15 °C (絶対零度)から 327.67 °C (int 16の最
大値 ×0.01)の制約がある．工場によっては，327.67 °C
以上の温度を計測する必要があるため，温度の Attribute
の型を int 32にする等，温度の範囲を広げる改変をする
必要がある．

4. 産業用途特化の DeviceTypeの種類
産業用途特化の DeviceTypeについて，実現するため

に仕様の検討を行った．工場でのインタビューを実施し
た結果，工場の広大な敷地内で人員の位置を特定する必
要性と，工場機器の故障を迅速に検知する必要性があ
ることがわかった．しかし，これらのニーズに適した
DeviceTypeは存在しない．これらの要件に対応するた
め，以下の 2つの産業用途特化の DeviceTypeを検討す
る必要がある．

1. 位置推定システム
作業者の位置を把握し，安全を確保したり，機器や
材料の位置を追跡することで生産プロセスを改善し
て作業フローを最適化したりするシステム．

2. 振動センサ
設備の振動パターンを監視することで，機械の故障
や不具合を検出するセンサ．

産業用途特化の DeviceTypeの実現方法として，新規に
DeviceTypeを作る方法と既存のDeviceTypeを転用・改変
する方法の 2通りの実装方法がある．以降の章では既存
の DeviceTypeを転用・改変することで (1)の DeviceType
を実現する手法について説明する．

5. 産業用途特化の DeviceTypeの検討
位置推定システムを実現するにあたって，実現手法

について検討した．位置推定システムの実装例を図 2
に示す．図 2のシステムは BLEの信号強度を基に距離
を計算し，Matterを用いて送信する Distance Meterと，
計算された距離やビーコンの UIDを保持する Location
Detectorで構成される．
検討した位置推定システムのデータモデルを図 3

に示し，以下で説明する．Distance Meterでは，計算し
た距離を Matterで送信する．Distance Meterと Location
Detectorはデータのやり取りを行う必要があるため，
Write Command を Location Detector に定義する．また，
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図 2 位置推定システムの実装例
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図 3 位置推定システムのデータモデル

Location Detector は，距離と UID を扱う必要があるた
め，Distance Attribute，UID Attribute を定義する．これ
らの Commandと Attributeは，On/Off Clusterの Command
と Attributeと同じ構造を持つことから，On/Off Cluster
を含む On/Off Light DeviceTypeを転用し，実現できると
考えられる．

6. おわりに
本稿では，工場向け IoTシステムへのMatter規格の適
用可能性を検討した．初めに既存の工場向け IoTシステ
ムは，異なるベンダ間の相互運用性が低く，ベンダー
ロックインのリスクを抱えていることを示した．次にス
マートホームシステムにおいて，異なるメーカのデバイ
スが互いに連携できる通信規格 Matterがあることを示
した．そこで，工場向け IoTシステムの問題への対処と
してMatterの適用を検討した．
工場向け IoTシステムに Matterを適用するにあたっ
て，Matter標準 DeviceTypeの工場への適性調査を行った
結果，全 49種類中 41種類が適用可能，4種類が改変に
よって適用可能，4種類が適用不適な DeviceTypeであっ
た．また，産業用途特化の DeviceTypeとして位置推定
システムの DeviceType 2種類を検討した．
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